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アドルノ教育論の社会心理学的基盤
―自我形成をめぐる問題に焦点を当てて―














































































































































































































カ ン ト（Immanuel Kant）の 論 文「啓 蒙 と は 何 か





















Begriff des Unbewusstsein in der transzendentalen
Seelenlehre）」（1927年ごろ）において、すでにフロイ
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受けてホルクハイマーに送られたメモ「ナチズムと反ユ
ダヤ主義（Nationalsozialismus und Antisemitismus）」




査部が設置された際［AHB III, 495 ff.］、アドルノはホ
ルクハイマーと並ぶ心理学的研究のリーダーとして
［HGS 12, 168]7)、カリフォルニア大学の「バークレー






















ニック（The Psychological Technique of Martin Luther
Thomasʼ Radio Addresses）」（1943年執筆、死後公刊）、
「反ユダヤ主義とファシスト・プロパガンダ（Anti-
Semitism and Fascist Propaganda）」（1946年、レーヴェ
ンタールとマッシングとの共著）、「民主的リーダーシッ
プ と 大 衆 操 作（Democratic Leadership and Mass
Manipulation）」（1950年）、「フロイトの理論とファシス
ト・プロパガンダのパターン（Freudian Theory and


























注釈（Bemerkungen über Politik und Neurose）」（1954
年）、「社会学と心理学の関係について（Zum Verhältnis
von Soziologie und Psychologie）」（1955年）、「頑なさと
統合（Starrheit und Integration）」（1959年）などを公
にしていった。また1952年には「精神分析の実践につい
て（Über die psychoanalytische Praxis）」という共同研
究を構想し［AHB IV, 876 ff.］、またフロイト生誕百周
年を記念したハイデルベルク大学とフランクフルト大学
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でも言及しているように、アドルノは彼女とともに「子
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※訳語については、精神分析用語をはじめとした訳語の統一
をはかるため、一次文献から筆者が訳したが、既刊の邦
訳のあるものは適宜参照した。なお精神分析用語の訳語
は主にシェママ編『精神分析事典』に依拠した［シェマ
マ 1995］。
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